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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年２月期第３四半期の連結業績（平成27年２月21日～平成27年11月20日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年２月期第３四半期 15,094 △3.2 △621 － △586 － △840 － 

27年２月期第３四半期 15,600 △5.2 △901 － △883 － △1,196 － 
 
（注）包括利益 28年２月期第３四半期 △855 百万円 （－％）   27年２月期第３四半期 △1,190 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年２月期第３四半期 △21.18 － 

27年２月期第３四半期 △30.14 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

28年２月期第３四半期 13,500 4,989 37.0 

27年２月期 13,436 6,061 45.1 
 
（参考）自己資本 28年２月期第３四半期 4,989 百万円   27年２月期 6,061 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年２月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

28年２月期 － 0.00 －     

28年２月期（予想）       0.00 0.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

 

３．平成28年２月期の連結業績予想（平成27年２月21日～平成28年２月20日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 21,150 △2.2 30 － 82 － △308 － △7.76 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年２月期３Ｑ 40,834,607 株 27年２月期 40,834,607 株 

②  期末自己株式数 28年２月期３Ｑ 1,189,896 株 27年２月期 1,168,594 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年２月期３Ｑ 39,654,869 株 27年２月期３Ｑ 39,680,230 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料２ページ「（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用環境に改善の傾向は見られるものの、中国経

済の減速や欧米の金融政策がもたらす影響など、先行きの不透明感も強く、回復には力強さを欠いております。 

小売業界におきましても、シルバーウィーク、ハロウィンなどのイベント効果や、インバウンド効果の持続はあ

るものの、消費者物価の上昇や消費税再増税の話題を連日マスコミが取り上げるなど、消費マインドへのマイナス

材料もあり、個人消費の本格的な回復には至っておりません。 

当社グループにおきましては、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年実績に対し96.7％（５億４百万円

減）、既設店前年比は100.6％となりました。販売契約高においても、当第３四半期連結累計期間の前年比は

96.4％、既設店前年比は100.8％となりました。 

きもの事業におきましては、当第３四半期連結累計期間の売上高は前年比97.1％と下廻りましたが、既設店前年

比は100.1％と上廻りました。同様に、販売契約高も前年比は96.7％ながら、既設店前年比では100.2％と前年並み

の実績を確保しております。 

㈱さが美のきもの事業におきましては、きものお手入れ、和装品の充実により平日の日販売上高が着実に改善し

ております。逆に当第２四半期までほぼ計画通りの推移を示していた展示販売会は、年間最大のイベントである秋

の大京都展のお客様数が、シルバーウィーク直後ということから苦戦し、会場成約高が前年を下廻りました。これ

らの結果、㈱さが美のきもの事業においては、販売契約高が伸び悩み、既設店前年比が100.6％に低下いたしまし

た。 

ホームファッション事業におきましては、当第３四半期連結累計期間の売上高が、前年比で94.4％と下廻りまし

た。これは、前年の消費増税前の駆け込み需要の影響と、期末比で10店舗減少していることによるもので、既設店

前年比は105.1％であります。前年に消費増税で落ち込んだ５月度以降は、既設店前年比が毎月度100％を超えて推

移しており、特に当第３四半期連結会計期間の３ヶ月では、既設店前年比115.5％と改善いたしました。 

また、㈱さが美においては前年に引き続き、全社的なローコスト運営と部門別利益管理の進化によって、販売費

及び一般管理費は６億１百万円（8.1％）減少いたしました。 

店舗面におきましては、きもの事業については、６店舗を出店し７店舗を閉鎖、ホームファッション事業につい

ては、６店舗を出店し11店舗を閉鎖いたしました。これにより当第３四半期連結会計期間末における店舗数は、㈱

さが美202店舗、㈱東京ますいわ屋45店舗、グループ合計で247店舗となっております。業態別店舗数は、きもの事

業195店舗、ホームファッション事業52店舗となっております。 

なお、共用資産を含む固定資産の収益性の低下に伴い、減損損失として98百万円の特別損失を計上いたしまし

た。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、営業収益150億94百万円（前期比3.2％減）となり、利益面にお

いては、営業損失６億21百万円（前期比２億79百万円の改善）、経常損失５億86百万円（前期比２億96百万円の改

善）、四半期純損失８億40百万円（前期比３億56百万円の改善）となりました。 

 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、135億円となり、前連結会計年度末に比べ64百万円増加しまし

た。これは主として、現金及び預金の減少はあるものの、商品が増加したことなどによるものであります。 

 負債については、85億11百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億37百万円増加しました。これは主として、

短期借入金および前受金が増加したことなどによるものであります。 

 純資産については、49億89百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億72百万円減少しました。これは主とし

て、四半期純損失を計上したことによるものであります。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の景気動向につきましては、基本的には緩やかな回復基調が持続するものと予想されますが、消費者物価の 

上昇などマイナス材料もあり、消費動向は依然として先行き不透明な状況が続いております。 

当社グループといたしましては、販売契約高の確保を図りつつ、利益体質への転換に向けた構造改革を進めるこ

とによって、計画達成に向けて全力を尽くしてまいります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存

勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映し

た単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が３億37百万円、退職給付に係る負債が１

百万円、利益剰余金が２億14百万円それぞれ減少しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業損失、

経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ14百万円減少しております。

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

当社は、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象または状況が存在して

おります。 

当社グループは、親会社であるユニーグループ・ホールディングス株式会社の支援のもと、きもの事業を中心とし

た事業の再構築および経営コストの削減を核として、黒字化への取組みを進めております。しかしきもの事業を取巻

く環境は引き続き厳しい状況にあり、平成24年２月期連結会計年度から４期連続して営業損失を計上しており、当社

が将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象または状況が存在しています。 

このような状況に対して、当社グループは、店舗のサービスレベルの向上と付加価値の高い商品の提供、そして

個々のお客さまの特性やニーズに合わせた営業活動をおこなうことによって、当該状況の解消に取り組んでまいりま

す。 
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年２月20日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年11月20日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 606,898 353,106 

受取手形及び売掛金 1,045,181 1,028,875 

商品 2,003,497 2,450,556 

貯蔵品 4,211 2,418 

その他 1,180,908 1,247,930 

貸倒引当金 △342 △391 

流動資産合計 4,840,354 5,082,496 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 300,920 354,130 

土地 3,177,101 3,174,778 

その他（純額） 58,721 80,647 

有形固定資産合計 3,536,743 3,609,556 

無形固定資産 14,033 15,320 

投資その他の資産    

退職給付に係る資産 529,708 336,805 

差入保証金 2,750,421 2,705,035 

その他 1,874,872 1,859,312 

貸倒引当金 △109,851 △107,635 

投資その他の資産合計 5,045,151 4,793,518 

固定資産合計 8,595,927 8,418,395 

資産合計 13,436,282 13,500,892 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年２月20日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年11月20日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,063,259 1,094,543 

短期借入金 2,600,000 3,500,000 

未払法人税等 204,080 98,200 

前受金 1,264,744 1,850,256 

賞与引当金 30,970 58,300 

資産除去債務 21,858 39,345 

その他 1,133,040 1,010,116 

流動負債合計 6,317,952 7,650,761 

固定負債    

退職給付に係る負債 315,222 253,774 

資産除去債務 360,114 315,807 

その他 381,402 291,420 

固定負債合計 1,056,739 861,002 

負債合計 7,374,692 8,511,763 

純資産の部    

株主資本    

資本金 9,217,235 9,217,235 

資本剰余金 405,057 405,057 

利益剰余金 △2,883,277 △3,937,405 

自己株式 △353,216 △356,255 

株主資本合計 6,385,799 5,328,632 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 113,150 110,124 

土地再評価差額金 △550,359 △543,424 

退職給付に係る調整累計額 112,999 93,796 

その他の包括利益累計額合計 △324,209 △339,503 

純資産合計 6,061,590 4,989,128 

負債純資産合計 13,436,282 13,500,892 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年２月21日 

 至 平成26年11月20日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年２月21日 
 至 平成27年11月20日) 

売上高 15,471,782 14,963,422 

売上原価 6,819,224 6,627,812 

売上総利益 8,652,557 8,335,609 

営業収入 128,502 131,057 

営業総利益 8,781,059 8,466,666 

販売費及び一般管理費    

給料及び手当 3,752,533 3,553,732 

賞与引当金繰入額 56,200 58,300 

退職給付費用 129,339 73,506 

賃借料 2,239,346 2,161,923 

その他 3,504,684 3,240,626 

販売費及び一般管理費合計 9,682,104 9,088,088 

営業損失（△） △901,044 △621,422 

営業外収益    

受取利息 157 30,153 

受取配当金 3,888 4,241 

仕入割引 17,342 16,567 

その他 9,429 11,816 

営業外収益合計 30,817 62,778 

営業外費用    

支払利息 6,145 8,417 

支払補償費 3,904 18,082 

その他 2,913 1,071 

営業外費用合計 12,963 27,571 

経常損失（△） △883,190 △586,215 

特別利益    

固定資産売却益 177 77 

特別利益合計 177 77 

特別損失    

固定資産売却損 2,789 － 

固定資産除却損 1,096 769 

減損損失 136,447 98,539 

特別損失合計 140,332 99,309 

税金等調整前四半期純損失（△） △1,023,346 △685,447 

法人税、住民税及び事業税 115,901 96,402 

法人税等調整額 56,897 58,192 

法人税等合計 172,798 154,594 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,196,145 △840,041 

四半期純損失（△） △1,196,145 △840,041 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年２月21日 

 至 平成26年11月20日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年２月21日 
 至 平成27年11月20日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,196,145 △840,041 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 5,395 △3,025 

退職給付に係る調整額 － △19,202 

土地再評価差額金 － 6,934 

その他の包括利益合計 5,395 △15,294 

四半期包括利益 △1,190,749 △855,335 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,190,749 △855,335 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】
 
 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成26年２月21日 至平成26年11月20日） 

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                       （単位：千円）
 

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額小売事業 不動産事業 計

営業収益          

外部顧客への営業収

益
15,556,086 44,197 15,600,284 ― 15,600,284

セグメント間の内部
営業収益又は振替高

― ― ― ― ―

計 15,556,086 44,197 15,600,284 ― 15,600,284

セグメント利益又は損

失（△）
△924,707 23,663 △901,044 ― △901,044

 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成27年２月21日 至平成27年11月20日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

                               （単位：千円）
 

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額小売事業 不動産事業 計

営業収益          

外部顧客への営業収

益
15,049,931 44,547 15,094,479 ― 15,094,479

セグメント間の内部
営業収益又は振替高

― ― ― ― ―

計 15,049,931 44,547 15,094,479 ― 15,094,479

セグメント利益又は損

失（△）
△646,929 25,507 △621,422 ― △621,422

 

２．報告セグメントの変更等に関する情報

  当第３四半期連結累計期間より、従来「その他の事業」としていた「不動産事業」について量的重要性が増

したため報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

  なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については記載を省略しておりましたが、当第３四半期

連結累計期間の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開示しております。
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